
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 3年度 事 業 報 告 書

―

三塾法△ 旦杢立ッカーOB会

1 事業の成果
令和 3年度は、駒沢オリンピック公園総合運動場内補助競技場および第二球技場を

主な活動場所として事業を展開した。

コロナ感染の影響で 1月 から9月 は事業を停止した。

毎月定期的にサッカー大会を開催すると共に、恒例のトーナメント大会をコロナの影響で

一日だけ開催した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 1,247 】千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
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日時 場所
従事者
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対象者
人数

事業費
(千円)

サッカー練習
会開催事業

60歳以上で構成する会
員達と、一日当たり 概ね
2～ 4時間にわたリサッ
カーを行った。

10月 ～

12月 迄

延 11回

主に駒沢

補助競技

場および

駒沢第二

球技場

5人

本NPO

法人加入

会員

80人 1,183

トーナメン ト
大会開催事業

60歳 以上で構成す る
4チームによる大会を開
催した。

7月 に

1日

駒沢第二

球技場
4人

参加申込

チ ー ム

構成員

60人 64
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書式第 13号 (法第 28条関係 ) 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本サッカーOB会
令和 3年度 活動計算書 (その他事業が生登場合 )

353.0001

64.0001

830,0001

サッカー練習会収益 参加費  (@1千円/口 X353人 /延べ)
トーナメント大会収益 参加費  (@16千 円/試合X4チーム)
グランド使用中止に伴う返金

6 の の

1.247.000
3】

練習会 グランド代
練習会 事務経費 (事務用品費、郵送費、交通費等)
トーナメント大会 グランド代
トーナメント大会 事務経費  (事務用品費、郵送費、交通費、交際費等)

24.000
1

トーナメント大会 審判派遣費

2 の

1.108.0001
75.0001
18.0001

22,00く)|

1.247.000
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

金   輌 ′1ヽ

(1)有 形固定資産

(2)無形固定資産 ｎ

〉

(3)投資その他の資産
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2
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【A】 資 産 合 計 ①+②
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【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【8-1】 +【 3-2】
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特定非営利活動法人 日本サッカーOB会
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16号 (法 28

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日
NPO法 人会計基準協議会)に よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

事業別損益の状況

令和 3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本サッカーOB会

2017年 12月 12日 最終改正

，

一

科 目
サッカー練習会
開催事業

トーナメント大会
開催事業

事業部門計 管理部門 合計

1,183,000 1,247,000 1,247,00064,000

1,247,000 1,247,0001,183,000 64,000

24,000 24,000 24,000

24,000 24,000 24,000

1,108,000

75,000

18,000

22,000

1,126,000

97,000

０

〉

＾
υ

1,126,000

97,000

1,183,000 40,000 1,223,000 1,223,000

1,183,000 64,000 1,247,000 1,247,000

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費
審判派遣費

人件費計
(2)その他経費
グランド代
事務経費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額
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内容 金額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
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4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳
:円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

:円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

事業費と管理費の接分方法

７

・

Ｒ
）

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

合計

科 目 期首取得価額 取得 t少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

朝末残清科 目 期首残高 当期借入 当期返お
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科 目
計算書類に計上
された金額

内、役員との取引

内、近
親者及
び支配
法人と
の取引

(活動計算書 )

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第28条関係)

令和 3年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本サッカーOB会

現金預金

【A】 資 産 合 計 ①+②

未払金

長期借入金

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B-1】



書式第 1号 (法第 10条 。第23条関係)
設立・役員変更用

役 員 名 簿 (役員名簿及び役員のうち報酬を受ける者の憐 )

特定非営利活動法人_旦杢2塑壁≦塑塗______

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

役 名
(ど ちらかにO)

(フ リガナ)
報酬の有無
(どちらかにO)

役職名等
氏   名

1

オノヅ ヒロヨシ
有cD 理事長

小野津 博好

2
監事理事

ヨコヤマ タカオ

横山 隆雄

3
監事

インカワ タカヒコ
有①

石川 隆彦

4
監事

ヒビノ イサオ

日比野 勲

5

o監
事

イ トウ アサオ

伊藤 朝男

6
監事理事

スズキ ヨシアキ
有①

鈴木 良朗

7 ⌒

理事ぐ竃
=♪

ヒライ ヨシロウ

平井 喜朗

8 理事・監事 有・無

9 理事・監事 有・無

10 理事・監事 有・無

2 役員一覧

⌒

理ヽ露ノ監事

⌒

有t墨ジ

有(玉)

′´ヽ

有Q壁リ

有①



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動 日本サッカーOB会

氏   名

1
小野津 博好

2

3

4

5
井澤 直也

6 口比野 勲

7 平井 喜朗

8 伊藤 朝男

9 鈴木 良用

10 伊藤 優

11
平井 洋一

12 佐々木 彰

横山 隆雄

石

"l 
饉彦

有日 稔


